
京都のテキスタイルブランド「SOU・SOU」（代表取締役：若林剛之）から、年始めのご挨拶と日ごろの感謝の気持ちを込
めて贈りたい「お年賀手ぬぐい」が登場。 お年賀として手ぬぐいを贈る習慣は、江戸時代の歌舞伎役者や落語家、力士から
始まり、一般にも広がったとされています。 年始めのご挨拶と日ごろの感謝の気持ちを込めた、日本ならではの贈り物の習
慣。最高の手ざわりを誇る伊勢木綿に、干支の寅やおめでたい吉祥柄を京型友禅職人の手で一つひとつ染めた、SOU・
SOU のお年賀手ぬぐい。新年にふさわしい新作が５種類そろいました。

新年のごあいさつに、日ごろの感謝の気持ちを込めて。
京都 SOU・SOU 「お年賀手ぬぐい」＜寅年＞ の贈りもの。

＜プレスリリース＞
メディア各位

2021 年 12 月 8 日
SOU・SOU

お年賀手ぬぐい／価格：1,177 円 ( 税込 )    寸法：約 35× 約 87 ～ 90(cm)    素材：綿 100％( 伊勢木綿 )

光琳 虎 写し こうりん とらうつし

琳派を代表する画家・尾形光琳の
《竹 虎 図》を、テ キ ス タ イ ル デ ザ イ
ナーの脇阪克二が写した墨絵作品

SO-SU-U 五行
そすう ごぎょう

SOU・SOU 定 番 の 数
字 柄 を、厄 除 け や ご 利
益 が あ る と さ れ る 五 色
で カ ラ フ ル に 配 色 し ま
した

百福文様
ひゃくふくもんよう

日 本 の お 正 月 に ふ さ わ
しい、おめでたいモチー
フ を た く さ ん 集 め た 文
様 を、赤 と 黄 で 染 め ま
した

弥栄
いやさか

「ますます栄えますよ
うに」という思いを込
めて、日本の古典的な
吉 祥 文 様 を ふ ん だ ん
に描きました

干支 寅 とら

令和四年の干支である「寅」が寝転
が っ た り 座 っ て い た り。愛 ら し い
表情の寅が描かれています



高解像度画像リンク：https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1GeZKISQlegfQkBe4v0pJiTOrVB8bYcdh

商品ページ URL：https://www.sousou.co.jp/other/okurimono/2021w/

日本の四季や風情をポップに表現したテキスタイルデザインを製作する京都のブランド。
『新しい日本文化の創造』をコンセプトに、伝統的な素材や技法を積極的に用いなが
らも、現代のライフスタイルに寄り添うものづくりを展開。地下足袋や和服、和菓子
や家具など、多岐にわたるアイテムを製作・販売。また、様々な分野の企業とのコラ
ボレーションによって、日本のテキスタイルデザインの可能性を広げている。

商品・お買い物案内　電話：075-212-8244（営業時間：12:00～17:00 ※水・日曜定休）
取材・メディア掲載　E-mail：press@sousou.co.jp　電話：075-229-6751（代表）

お問い合わせ先 | 

◆◆お年賀カードとラッピング付◆◆
テキスタイルデザイナー・脇阪克二による「干支 寅」の
イ ラ ス ト カ ー ド を １ 枚 同 封 し、SOU・SOU オ リ ジ ナ ル
の袋でラッピングします。カードの裏面には、その文様
についての解説、伊勢木綿の手ぬぐいの取り扱い説明入
り。手ぬぐいファンはもちろんのこと、初めて手ぬぐい
を使う方にも、安心してお贈りいただけます。
※カードはハガキとしてはお使いいただけません。

◆◆250 余年の歴史ある「伊勢木綿」◆◆
伊勢木綿は、江戸時代から 250 年以上続いてきた、三重
県指定の伝統工芸品。洗っていくうちに生地が柔らかく
なって風合いが出るため、綿とは思えないほど暖かく、
しわになりにくいのが特徴。最高の手ざわりで日本の日
常の暮らしを支えてきましたが、現在では「臼井織布」
ただ一軒のみが生産しています。

贈りものにぴったり！京都「SOU・SOU」のお年賀手ぬぐい


